
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成状
況を評価する。 ＊上段は中間報告、
下段は最終報告

財務に関するにものは決算終了後速や
かに公表されたが、教育上に関するも
のは更新できていない。

△ △

教育情報に関するもの、財務に関する
ものは公表したが、一部更新のできて
いないデータがある。

○ ○

自己点検･評価･改善委員会は開催され
ていないが、中期目標の計画立て、点
検等は行っている。

△ △

中間報告・最終報告を行い、達成状況
の定期的確認を行った。今後の改善・
向上に繋げる。

○ ○

規程に基づき、採用等の手続きは適切
に行われている。

○ ○

規程の改正が行われたため、人事の事
務処理も規程に則ったものに変更し
た。

○ ○

障がい学生からの希望を聴取し、ノー
トテイク等の授業補助を行っている。

○ ○

障がい学生からの希望を聴取し、ノー
トテイク等の授業補助を行っている。
年度途中の申し出についても柔軟に対
応した。

○ ○

学生アンケートや投書も参考にして学
内施設等の整備に努めている。また今
年度は、岡山市から特定建築物立入調
査があり、その指摘事項に対しては速
やかに改善する予定である。

△ △

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適切
に行う。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動を
必要かつ十分に行えるよう、教育研
究等環境の整備に関する方針を明
確にし、その方針に沿って学修環境
や教育研究環境を整備、適切に管
理運営する。

中　期　目　標 中　期　計　画

障がいのある学生に対する支援体制を整
備し、修学支援措置を適切に行う。

関係部署と連携し、修学支援措置を
行う。（総務）

関係部署と連携し、修学支援措置を
行う。（総務）

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 総務部

教育研究活動、自己点検・評価結果、財
務、その他の諸活動の状況等を適切に
公表し、社会に対する説明責任を果た
す。

大学ホームページで公表する。（総
務）

大学ホームページで公表する。（総
務）

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

自己点検・評価・改善委員会を計画
的に開催し、達成状況を定期的に確
認することを通して、改善・向上に
繋げる。（総務）

自己点検・評価・改善委員会を計画
的に開催し、達成状況を定期的に確
認することを通して、改善・向上に
繋げる。（総務）

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

学部・研究科・短大と連携を図り、
適切な事務処理に努める。(総務)

教授会規程、研究科委員会規程、教
員任用基準、教員選考規程、人事委
員会規程、人事の進め方(運用内規)
を遵守し、公正な人事が行われるよ
う努める。(総務)

教育研究活動に必要な十分な校地・校
舎及び施設・設備を整備し、それらの維
持・管理、安全・衛生を確保する。

清掃や保安に努め、安全衛生を確保
する。また、老朽化による学生サー
ビスの低下を未然に防ぐよう施設の
更新修繕を計る。

清掃範囲および清掃回数の見直しを
行うとともに、修繕が必要な箇所に
ついて早急に検討する。



岡山市の指摘事項（薬注機）について
は、H30予算に計上している。屋外灯や
監視カメラの設置を積極的に行い、保
安に努めた。

○ ○

今年度は、全学生を動員し防災訓練を
行った（T館のみ）。また防災マニュア
ルもイントラに掲載した。火報等配電
盤の移設は、計画通り行われている。

○ ◎

E館への警報盤の移設および電話線配線
が完了した。

◎ ◎

E館の改修は、第一段階のものは終了し
た。電力会社の変更は、現在学園本部
にて具体的に検討中である。

○ ○

電力会社の契約を学園本部で一括変更
した。E館の適切利用については検討中
である。

○ ○

ガイドラインに沿って規程を一部改正
し、今年度も研修を実施した。

○ ○

ガイドラインに沿って規程を一部改正
し、今年度も研修を実施した。

○ ○

現段階で、新たに3件の協定を結んだ。
（協定先：トマト銀行、岡山SP研究
会、岡山県生涯学習センター）

◎ ◎

今年度内に、さらに岡山東支援学校と
の協定を締結する予定である。

◎ ◎

昨年度の報告書を作成した。また今年
度も公開講座をはじめ、各種セミナー
を開催している。

○ ○

今年度の報告書の作成に取りかかって
いる。

○ ○

規程に基づいて、意思決定は適切に行
われている。

○ ○

規程に基づいて、意思決定は適切に行
われている。

○ ○

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動を
必要かつ十分に行えるよう、教育研
究等環境の整備に関する方針を明
確にし、その方針に沿って学修環境
や教育研究環境を整備、適切に管
理運営する。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

教育研究活動に必要な十分な校地・校
舎及び施設・設備を整備し、それらの維
持・管理、安全・衛生を確保する。

清掃や保安に努め、安全衛生を確保
する。また、老朽化による学生サー
ビスの低下を未然に防ぐよう施設の
更新修繕を計る。

清掃範囲および清掃回数の見直しを
行うとともに、修繕が必要な箇所に
ついて早急に検討する。

安全安心なキャンパス確保や法令遵守
そして各種災害対策をしたキャンパス管
理体制を構築し、運営する。

学生、教職員が安心してキャンパス
ライフを送れるよう災害時対策マ
ニュアルの作成および周知を行う。

マニュアルに沿った年1回の避難訓
練の実行および総括を行い、次年度
につなげる。A館からE館への配電盤
の移設計画を推進する。

教育研究活動を支援する環境や条件を
適切に整備し、教育研究活動の促進を
図る。

全学科全学生が公平に施設を使用で
きる環境を整える。各経費節減をは
かる。

特にE館の適切利用について具体化
する。電力会社の変更を視野に入
れ、また、紙資源リサイクルのた
め、業者を選定する。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

自治体、企業等と連携協定を積極的
に結び、地域社会の活性化や振興に
取り組む。（総務）

自治体、企業等と連携協定を積極的
に結び、地域社会の活性化や振興に
取り組む。（総務）

研究倫理を遵守するための必要な措置
を講じ、適切に対応する。

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに沿って規
程の整備に努める。（総務）

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに沿って規
程の整備に努める。（総務）

社会連携・社会貢献の適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

本学主催の公開講座においてはアン
ケートをとり、次年度の計画に活か
す。（総務）

「地域貢献報告書」を作成し、１年
間の取り組みの成果をまとめる。
（総務）

学長及び管理職、教授会等の権限と責
任を明確にし、意思決定プロセスを適切
に行う。

教学執行部会規程、教授会規程、大
学教育研究評議会規程に則り、プロ
セスを踏み、意思決定を適切に行
う。（総務）

教学執行部会規程、教授会規程、大
学教育研究評議会規程に則り、プロ
セスを踏み、意思決定を適切に行
う。（総務）



学内諸規程の制定･改正は、適宜行われ
ている。

○ ○

学内諸規程の制定･改正は、適宜行われ
ている。

○ ○

予算管理システムの導入は予定より遅
れているが、H30実施で調整している。

△ △

予算管理システムをH30年度から試行実
施できるよう、構築中である。

△ △

施設予約システム等の一部のものは、
業務電算化WGで業務見直しが図られて
いる。

△ △

会議資料・保存資料の電子化につい
て、電算化WGでの検討を依頼してい
る。

△ △

新入職員研修、SD研修等のほか、各部
署では職務に関する研修会に積極的に
参加し見識を深めている。

○ ○

新入職員研修、SD研修等のほか、各部
署では職務に関する研修会に積極的に
参加し見識を深めている。

〇 ○

中長期資金計画の見直しはまだ出来て
いない。 × ×

資金計画の見直しはできていない。 × ×

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

関係法令に基づく管理運営に関する学
内諸規程を整備し、適切に運用する。

関係法令に基づく学内諸規程の改正
等を遺漏なく行い、遵守する。（総
務）

関係法令に基づく学内諸規程の改正
等を遺漏なく行い、遵守する。（総
務）

執行ルールを明確にし、決算の内部監
査を行うなど、予算編成および予算執行
を適切に行う。

予算主義に基づき、会計基準に則っ
た適切な執行を行う。予算執行ルー
ルの策定。

予算管理システムを導入し、予算編
成段階から各部署においても管理が
できるよう整備し、それを周知す
る。

教育研究活動を安定して遂行するため、
中・長期の財政計画を適切に策定し、必
要かつ十分な財政的基盤を確立する。

昨年度策定した、平成48年度までの
中長期資金計画を新任の管理者に周
知する。

中長期資金計画の振り返りと修正。

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の改
善・業務内容の多様化への対応策をと
る。

紙媒体の処理から電算化へ移行でき
る業務の検討を行い、効率化を図
る。（総務）

紙媒体の処理から電算化へ移行でき
る業務の検討を行い、効率化を図
る。（総務）

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。

学内での研修を実施するとともに、
学外での研修に積極的に職員を派遣
する。（総務）

学内での研修を実施するとともに、
学外での研修に積極的に職員を派遣
する。（総務）


